トキソカラ症の感染に対する背景としての生物環境汚染 by 高橋 あけみ
金沢大学十全医学会雑誌 第103巻 第 6号 931－937く1 9941
ト キ ソ カ ラ症の 感染に対する背景と して の生物環境汚染
金沢大学医学部公衆衛生学講座 く主任代理 二 中村裕之助教授プ
高 橋 あ け み
931
近年 ， 生物環境， 掛 こイ ヌ ． ネ コ の 排泄物 に よ る環境汚染が ， 公害 と して と り 上げ られ 問題 とな っ て い る ． イ ヌ ． ネ コ
の 排泄物中に 含 まれ る イ ヌ 舶虫 くTo．T O C a r a Canisl， ネ コ 姻虫 くTo l O Car a Catilの 虫卵は ， ト キ ソ カ ラ症 くto x o c ari sisl の 感染
源で あり ， こ の 様な 観点か ら ， そ の 感染 ， 発症 の 背景を 知る こ と は 公衆衛生学的に も重要な こ と で あり ， 虫卵 の 汚染状況と ，
住民の 抗体保有状況の 関係 に つ い て 調査 ， 検討 を行 っ た ． 虫卵に よ る汚染状況に つ い て は金沢市内46カ 所の 公園砂場の 砂と ，
植え 込み の 下 の 土 を対象に ， 硫苦 ． 飽和食塩水浮遊法く比重ニl．240いに よ り調査 した ． 虫卵が 検出 され た 場所は ， 公 園の 砂場か
ら で あ っ て ， 46カ 所中 6カ 所 く13．0 ％I で あ っ た ． そ の うち ， 最も検出虫卵数が多か っ た と こ ろ ほ 1 カ 所 で ， その 虫卵密度 は
16ケノ20gく0．8 ケノgl で ， 他の 5 カ 所の 公園で ほ1 ケノ20gく0．05ケノgI しか 検出され なか っ た ． これ ら検出 され た虫卵の 長径 と
短径を計測す る と ， それ ぞれ 66 て土1 9．2く豆 士S Dl と 60．5 土4．3 卿 ， 体積で は 15－4 土2．0くXlOり声m
3 で ， ネ コ 蜘虫卵 に 極め て 近
い 値 で あ っ た ． また ， 砂遊び を する 3才児の 手に 付着す る砂の 量く乾燥砂 の 場合， 0 て0 士0．12g ニ湿潤砂 の 場合 ， 2．1 0 土0．52gユか
ら ， 単純に 虫卵 の 付着する量を算定する と ， 金沢市内の 最も虫卵密度の 高い 砂場 に おい て は ， 1 回の 砂遊び で 平均 0－56〆 －1．68
ケ の 虫卵が付着す る ． 動物実験 に よ る感染率37％か ら推 し ， 0．2 トリO．62隻の 幼虫が 侵入す るもの と考 え られ る ． 手に つ い た 砂
が 全部 ロ に 入 る 可能性は低く ． こ の こ と か ら ， 金沢 市内に お い て は現在の と こ ろ ， 虫卵汚染はあ るもの の ， 偶発的に 虫卵を摂
取す る以外 ， 感染の 機会は少な い もの と 思わ れ た ． 一 方 ， 血 清疫学的 に ト キ ソ カ ラ 症 の 抗休保有状況を ， 市 内住宅地住民 ， 学
生 ， 市内の T 会社従業員の 計476名 に つ い て イ ヌ 姻虫幼虫排泄 ． 代謝物抗原に 対す る平均抗体価を調査 した ， そ れ らの 人 々 の
平均抗体価は L O4士0．33， 陽性域抗体価 を示 した もの は 5名く1．1 ％フで あ っ た ． 石 川県内の 他地域住民の 値に 比べ 陽性域抗体価
を示 した もの は 有意に 低 い 値 で あ っ たくPく0．0引 ． こ れ ら の 結果か ら ， 金沢市内の イ ヌ ー ネ コ 姻虫卵分布状況と ， イ ヌ 姻虫幼虫
排泄 ． 代謝物抗原に 対す る抗体保有状況ほ ， 相関関係に あるもの と 考え られ た ．
K ey w ords To．r o c ara eg gs， tO X O C a riasis， S a ndpits， biologlCalpo11utio n， S erOePide miolog y
わ が 国に おけ る環境汚染， 特 に 鉱業 ， 工 場か らの 廃液 ， 水あ
るい は ガ ス に よ る汚染に つ い て ほ t 公害と して 社会的 に も関心
ほ 高く 1 種 々 論議 され ると 共に ， そ の 対策 に つ い て も検討 され
て きた ． 同時に ， 急性症状を 示 す微生物感染症に 対し ては 一 般
住民の 関心 も高く l 我 々 の 生活 の 場 に おけ る環境浄化が ， 公衆
衛生学的研究で は もと よ り ， 行政的 に も検討 され た ． そ の 対策
の 結果 ， 微生物 に よ る環境の 安全性 ほ ， 食 品衛生を中心 とす る
分野 で ほ ぼ 確保 され る に 至 っ た ． しか し， 今ま で ほ と ん ど問題
に され て い な か っ た 生物 く動物1の 排泄物 に よ る 環境汚染が ， 近
年 に な り急激に 公害 と して 問題視 され る よ う に な っ た り封 ．
生物環境汚染の 一 つ と して 知 られ る寄生虫ほ ， 戦後長い 間，
土嚢を 介 し感染す る 一 般消化器 系寄生虫症が問題 と され て きた
が ， 現在 ， 研究者 ， 行政 関係者の 努力の 結果， ほ と ん どそ の 姿
を消 した 感が ある ． しか し， こ れ ら寄生虫症の 減少 に 反 し ， 人
畜共 通寄 生虫症 くz o o n osesI， あ る い は 幼 虫移 行症 くIar v a
migr a n slと い われ る新 しい 寄生虫症 が次 々 と発見 され ， 社会的
に 問題視 され るよ うに な っ てきた ． こ の 幼虫移行症 は よ 緩慢な
進行病変 の 末 ， 重篤な症状を示 す よ う に な る ． これ ら寄生虫疾
患は ， グ ル メ ， ペ ッ トに 関わ る寄生虫疾患が主で あ っ て ， 中で
も診断， 治療が 極め て 困難な ト キ ソ カ ラ 症くt o x o c ari sisIは ， イ
ヌ 姻虫くroヱO C dr d Cクれfざう， ネ コ 姻虫くro ヱO Cd r dC dfり， ある い ほ
ト キ ソ カ ラ 属 くGg 乃祝ざ rO エOCd rdI線虫の 幼虫を病原とする疾患
で ，




の 様 な疾患を中心 に 社会的に ほ ， 生物環境汚染が最重要課題 と
して ， 国 の 内外 を問わず検討 され る よ う に な っ た
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筆者ほ ， こ の 様 な状況に 鑑み ， ト キ ソ カ ラ 症の 感染源と な る
イ ヌ ー ネ コ の 蜘虫卵が自然界に 散布 され て い る状況と ， 侵入幼
虫に 感作 され た 住民の 抗体陽性率を金沢 市に つ い て 調査 し， 生
物環境と どの 様な 関係に あるか ， さ らに 汚染の 基準を どの 様に
する かを 検討 した ．
材料および方法
1 ． 金沢市内の トキ ソ カラ属線虫虫卵の汚染状況
1 ． 虫卵汚染の 詞査地点と ， 材料 お よび 虫卵検出方法
金沢市内の トキ ソ カ ラ 属線虫虫卵 の 汚染状況 の 調査は ， 市内
中心 部お よ びそ の 周辺部住宅地にある公園の うち ， 砂場の ある
46 カ所の 公園を選ん だ く囲 い ． 各公園で は ， 砂場 の 中心 部と 内
周 辺部の 2 カ 所の 砂と ， 植え 込み下 の 数 カ 所の 土を 採取 した ．
平成 6年11月 7日受付 ， 平成 6年11月28日受理
A b bre viations 二AB T S， 2， 2－ aZin o－di－く3－ ethylbenzthiazolin e sul fo n ate 略臣 TcnL E S， e X C r etOry a nd s ecretory
S ubstan c eof To x oca r a c a nis la rv a
932 向
各地点で は ， 最表層部分の 約 200gく5x5x5c m
31の 砂ある い は
土を 採取 した ． 採取サ ン プ ル ほ 室温 で24時間以上乾燥 した後 ，
大きな 石粒 ， ごみ を取 り除き 1 砂ある い ほ 土 の 20g を 量 り ，
10g づ つ 2 分し ， そ れ ぞれ を 50皿1 の プ ラ ス チ ッ ク 製ス ピ ッ ツ
管 に 入 れ ， そ の 中の 虫卵の 有無を調べ た ．
虫卵の 検出は ， 従来か ら行わ れ て きた 硫苦 ． 飽和食塩水浮遊
法 く比重 1．240トに 準 じ行 っ た ． こ の 方法に 使わ れ る硫苦 ． 飽和
食塩水は吉村らTIに 従 い ， 熱湯に 過飽和 に なる よう に 食塩 を 溶
解， 冷や した後， 比重が1．240に な る ま で 硫酸 マ グネ シ ウ ム く硫
苦ナ を加え たも の で ある ． た だ し， 今回 行 っ た方法は 50mlの プ
ラ ス チ ッ ク 製ス ピ ッ ツ 管を 用 い た た め ， 浮遊時間を4 5分 と し
た ．
2 ． 公園の 砂か ら検出され た 虫卵の 虫種同定
公園の 砂か ら検出さ れ た虫卵が ， イ ヌ 蜘虫か ， ネ コ 梱虫 の 虫
卵で あるか を決定する の はか な り 困難である ． 一 般 に は長径 ，
短径の 計測値か ， 尭査電子顧教鏡 に よ る視覚的同定 が行わ れ て
い る が ， い ずれ も両種 を区別する に は それ だ けで は不 充分であ
る． 今回 は新 しい 試 み と して 体積 に よ る 同定を導 入 ， 検 討 し
た ．
検出虫卵 は ， ビ デ オ計測装置， ビデ オ ミ ク ロ メ ー タ ． モ デ ル
V M 31くオ リ ン パ ス ， 東京1に よ り長径 ， 短径 を計測 し， 体積 を
算定 した ． 体積の 算定 に あた っ て は ． 虫卵 を 楕円球 と想定 し
て ， 次の よ うな 計算式 を設定 ， そ れ ぞれ の 虫卵 の 体積 を求 め
た ． そ の 計算式 は V ニ一触 くbノ2y3131＋E7rくa －bHbノ2l21で ， そ の 式
中， V ほ体積くv olu m eI， a は 虫卵の 長径， b は短径 の 計測値で
ある ．
同定の 基本的な資料 とす るイ ヌ ー ネ コ 姻虫の 虫卵 ほ ， 近藤8I
が行 っ た 虫卵 の 幼虫包蔵卵く幼虫卵1 作製方法に し た が い 得た
も の で ある ． 子イ ヌ ． ネ コ か ら摘出 した イ ヌ ． ネ コ 姻 虫の 雌成
虫 の 子宮 ， お よ び腱内の 虫卵 を30 て， 0．5％ ホ ル マ リ ン 液 中 で
飼養 ， 30日 以上 を経過 したも の を無作為 に 取 り出 し ， 長径 ， 短
径 を計測 し， 体帯 を 算出 し， 砂中よ り検出 され た 虫卵 と比較 し
た ．
丑 ． 虫卵取り込 み の 可能性 に対す る検討
ト キ ソ カ ラ 症は ， 既に 述 べ た ご と く自然界 に 散布 さ れ た イ
ヌ ー ネ コ 蛸虫の 虫卵が 感染源と な っ て い る ． 特に ， 幼 ． 小児の
本症 の 感染経路は ． イ ヌ ． ネ コ 姻虫 の 虫卵 が散布 され て い る遊
び場 と して ， 公園の 砂場が 問題 と され て い る ． そ こ で ， 市 内
丁 保育園 の よく砂遊び を す る 3才児9名の 協力を得て ， 3才児
の 手に どの く らい 砂が 付着する か を 検討 した ． 砂場 で1 0分間遊
ん だ 後1 両方 の 手 に 付い た 砂は ， まず 充分手を こ す りな が ら砂
を 払わせ た後 ， ビ ニ ー ル 袋 に 手を 入 れ ， 更に 手 に 付着 して い る
砂を ， 大 人 の 介添 え の も と に 充分払い 落と し， そ の 砂を 瓶量 し
た ． 砂の 付着量 は砂 の 湿度 に よ っ て 変化す る た め ， 雨 の 後の 濡
れ た 砂場 と ， 晴天続き の 乾燥 した 砂場と で 比較 した ． また ， 口
に 入 っ た 虫卵 の ヒ ト へ の 感染率は動物の イ ヌ 姻 虫幼虫感染率を
も とに して 推定 した ． 動物実験資料は近藤
8－ の 結果か ら引用 し
た ．
Fig．1－ Lo c ation ofthe public pa rksfo r s a mpling s and and soil． 1u mber sin circlesindic at To ヱ
．
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H ． 金沢市内におけ る トキ ソカ ラ 症の血 清 ． 疫学的調査成績
1 ． 抗原 の 作製
抗体検出の た め の 抗原ほ ， de Sa vigny
91 の 方法に 準 じ て 作 製
し た イ ヌ 姻 虫幼虫排泄 ． 代 謝 物 くex cr etory a nd se cr etory
s ubsta n c e of ToE O C a ra C a nislar v a， Tc nL E Sl で ある ． こ の
Tc nL E S は， 近藤 ら川 の 方法に 従い 幼虫を得 ， そ の 幼虫を イ ー
グル の 改変培地くpH 7．2， 日水製薬 1 東京1中で 培養 し， そ の 培
養液を濃縮 ， 15r －16時間透析 した後 ， 20，000xgく1 4，000rpmlで
1時間遠心 した も の の 上 清を凍結乾燥 した もの で ある11I12I
2 ． 市内中心 部住民の 抗体保有状況の 調査
調査 した 住民 の 血 清ほ ， 集 団検診時 に 採血 され たもの か ら分
与 され た もの で ， 小立野地区住民 の115名 ， 金 沢大学医学部 の
学生96名 ， 金沢大学医療短期大学部 の 学生1 00名， 市 内の T 会
社従業員165名 の 計4 76名分に つ い て で ある ． 本研 究 で は ，
Suter ら13l， 近 藤 ら12Jの 方 法 に 準 じ ， 発 色 基質 に は 2，2ア ジ
ノ ー ジ ーく3－ エ チ ル ベ ン ジ チ ア ゾ リ ン サ ル フ ォ ネ ー ト く即1く乙2－
a zin o－di－く3－ethylbe n zthia zolin e sulfo n ateく61l， A B T Sl を 用い る
E LIS A に より こ れ らの 血 清の IgG 抗体の 検出を試み た ． そ の
方法 は ， 平 底 の I M M U L O N lくc at． 011－010－3355， Dyn ate ch
Labor a．toriesI N C， Virginia， U S AI96穴 マ イ ク ロ プ レ
ー ト
Tc nL E S抗原 を吸着 させ ， 被検血 清と反応させ た ． 次い で ， ペ
ル オ キ シ ダ ー ゼ 結合抗 ヒ ト IgG ヤ ギ 血清 くc at． No． 320 ト0121，
Cap pel Produ cts， Durha m， U S AJ を1，000倍 に 希釈 したも の を
反応させ た ． 更に A B T S と反応 ， フ ッ 化ナ ト ヴ ウ ム に よ り反応
を停止させ て吸 光度 くO Dl を測定 した ． 吸光度値 ほ マ イ ク ロ プ
レ ー ト ■ フ ォ ト メ ー タ
ー
， M T P－2くコ ロ ナ ， 勝田Iに よ り測定汲
長 405n m で 測定 し， そ の O D値を もと に 次式 に 従い 抗体価を
求め た ． 抗休価 ニ Elogく10
3
x T－O D値1コノtlogく1 03x N－O D値Il， た
Tablel． Pr e v ale n c e of To ヱO Ca ra eg gS at S a ndpits in
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A bo ut 200g く5X5x5 c ml sa nd o r soilw a s c o11e cted
fr o m the s urfa c e of e ach s a mpling site in the public
Parksin Ka n a z a w a． Tw olOg s a nd w er e s ubs a mpled
a nd w e re e x a min ed for ro ェo car a eg gs by the flo ating
m ethod u sing a s atur ated sodiu m chloride s olutio n
C O ntaining rn agn e siu m s ulfate くspe cific gra vity． 1．240ニ
floating tim e， 45minI．
Table2． De n sity of To ェoc a ra eg gs at eg g
－pO Sitiv e
s a ndpitsin public parksin Ka n az a w a
Sa mpling site Sa ndpit n u mbe r Eg gde n sity
くeggn u mbe rノg sa ndl
Ce nter of s a ndpit
Margin of s a ndpit
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だ し， T－OD 値は被検血清 の O D値 ， N－O D値 は 陰性 血清の
O D値 で ある ． 陽性域抗体価ほ既 に ト キ ソ カ ラ症 の 診断の た め
に 用い てい る 値で ， 陽性限界を越 え る値 を も っ て 示 した 隼 そ
の 陽性限界ほ ， 無作為に 選ん だ 石川県住民58 4名 の 平均抗体価
く1．06土0．341 を 求 め ， そ の 平 均抗体価 か ら 陽性 限界 之2．08
くこ 豆 ＋3． S Dl を得た21．
平均値の 統計処 理 は 2群間の 分散 が等 しい と き ほ Stude nt
の t 検定 を ， 等 しくな い ときは W elch の t 検定を用 い ， 両側
検定で ， 有意水準は危険率 5％ある い は 1％で有意差あり と し
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Fig． 2． Siz edistributio n ofthe eg gs of To E O C a r a C a nisくOl
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成 績
f ． 金沢市内公園の トキ ソ カ ラ属線虫 の 虫 卵分布 と ， 虫 卵汚
染状況
1 ． 虫卵が 検出された場所
虫卵検出 の た め に 砂が 採取 され た の は t 市内住宅地に ある公
園の うち砂場の ある46カ所 の 公園で ， これ ら公園の うち 6公園
り3，0瑚 か らイ ヌ ． ネ コ 姻虫の 虫卵が検出され た ． それ ら の 公
園の 位置 は図1 に ， そ の 成績は 表1に 示 した ． 虫卵が検出され
た 6 カ所 の 公園は J 市内全域に 散在 して い るもの の ， 浅野川 と
犀川に は さま れた 小立 野台地に ある公園が 3ノ6 カ 所 と ， 半数
を占めた ．
虫卵が 検出され た の ほ No． 3， 9， 15， 22，34， 53の 公園の 砂場
の 砂か らで あ っ て ， 今回調査 した 公園 では よ 植え込み の 土 か ら
ほ 虫卵を検出で きなか っ た く衰11． 虫卵の 数が 最も多く検出さ
れ た の は No ． 9 公園で ， 16ケノ20gく0．8 ケノgIの イ ヌ ． ネ コ 蛎
虫卵が 検出された が ， そ の 他の 5公園で ほ そ れ ぞれ 1 ケノ20g
く0．05ケノgうと少な か っ た ． こ の うち I No． 34公園ほ ， 砂場 の 中
央部 と内周辺部の そ れ ぞれか ら1 ケ づ つ では あるが ， 虫卵 が検
出され ， 砂場全体 に 虫卵 が散布 され て い る こ と が 推察 さ れ た
く表2I．
2 ． 公園の 砂か ら検出され た虫卵の 虫種同定
公園の 砂か ら検出され た虫卵ほ全て幼虫包蔵卵で あ っ た が ，
虫種 を同定す るた め に そ の 計測値と ， 基準と した実験室で飼養
され てい るイ ヌ ． ネ コ 嫡 虫の 幼虫包蔵卵 の 計測値 と を 比較 し
た ．
飼 養 され た イ ヌ 畑 虫幼虫包蔵卵6 1ケ の 長 径 の 平均 値
ほ 士S Dl ほ 82．5 土3．9pm で ， 短径は 71．5土4．2FLm で あ っ た ．
また ネ コ 胸虫幼虫包蔵卵6 2ケ で は l 長径 73．7 土5 てルm ， 短 径
63．9土5．紬 m で ， 両 種 の 平 均値 に は 有意 の 差 が み ら れ た
げ く0－05I． しか し， イ ヌ ． ネ コ 細虫の 幼虫包蔵卵は計測値分布
の 上 でか な り重複するも の が あり く図2う， 重複す るもの の 割合
は 長径を使 っ た 場合， イ ヌ 姻 虫で は 約26ク首， ネ コ 姻虫 で は 約
49％で ， 長径あ るい ほ短径の 計測値か ら虫卵の 種を 決定す る こ
と ほ実際上困難で あ っ た ． これ ら計測値か らさ らに 体横を 求め
た と こ ろ ， イ ヌ 姻虫幼虫包蔵卵は 23．5 士2．7くXlOりルm3 ， ネ コ 姻
虫の そ れ ほ 16．8 士2．7くXlOり ルm3 であ っ て ， 有意の 差 が認 め ら
れ た くPく0．0り． ま た ， 両種 の 卵 の 体 積の 分布 が交差す る点
17．5xlO4月m
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を 仮 に 両 者の 境界とす る と l 体積値の 重複ほイ ヌ
姻虫幼虫包蔵卵 で は6．2％ ， ネ コ 蛎虫の 幼虫包蔵卵 で ほ4．8％と
な り ， か な り の 確率 で両 種を 区別する こ と は可 能で あ っ た く図
3Aさ．
公園 で 検出され た 虫卵の うち ， 計測 で きたも の は13個で ， 長
径 の 平均値 は 66．7 士19．2ノJm で l 短径の そ れ は 60．5 士4．恥 m ， 体
積 の 平均値 は 15．4 士2．0くXlOり 声m 3で ， ネ コ 舶虫幼虫包蔵卵の
計測値に 近 い 値を 示 して い た く図 3別 ．
1 ． 虫卵取り込 み の 可 能性に対する検討
砂遊び を よくす る幼児の 手に付着す る砂 の 畳を 検討 した ． 市
内 丁 保育園児の う ち ， 3才児 9名 の 手 に 付着す る砂 の 量を 表
3に 示 した ． 片方 の 手 の ひ ら の 面積は 60へ ノ77c m2 で あ っ た ． 雨
上 が り の 翌 日の 湿度の ある砂く湿潤砂つ と ， 晴 天続き の 日 の 砂
く乾燥砂1 で 手 に 付着す る砂の 乾煉重量を測 っ た 結果 ， 掛閏砂で
平均 は 2．10士0．52g， 乾燥時の 砂で は 0．70 士0．12g が付 着 して い
た ．
H ． 金沢市内住民の Tc nL E S抗原 に対す る抗体保有状況
金沢市内の 住民 と して小立 野地域115名 ， 医学部学生96名 ，
短大生100名， 市内の T 会社従業員165名の 計476名か ら集 め ら
れ た 血 清に つ い て ， Tc nL E S抗原 に 対する抗体保有状況を調査
した ． 小立 野地域住民の 平均抗体価 は 1．07 士0．41で ， 陽性域抗
体価を示 した もの は 2名く1．7殉 で あ っ た ． また ， 市 内の T 会
社従業員の 通勤範閉 は広 い が ， そ の 平 均抗体価 は l．08 土0．34
で ， 陽性域抗体価 を示 した も の は 2名くl．2瑚 で あ っ た ． 一 方 ，
医学部学生で は平均抗体価 1．00 土0．28， 陽性域抗体価 を示 した
もの は 1 名く1．0瑚 ， 短大生 の 平均抗体価 は他 の 3調査群 よ りも
更 に 低く 0．98 士0．2 6で ， 陽性域抗体価 を示 した も の ほ い な か っ
た ． こ れ ら4調査群 の 平均抗体価を 比較 した が有意な差ほ見 ら
れ な か っ た ． 陽性域抗体価保有率に お い て も短大生を除き ， 同
様 に 有意な差 は見 られなか っ た ． こ れ ら 4 調査群 の 平均抗体
価 ， 陽性域抗体価保有率に ほ と ん ど差 が見 られ な い こ と か ら，
こ れ ら476名 の 平均抗体価を集計す る と 1．04士0．33， 陽 性域抗
体価を示 した もの は 5名く1．1 ％1 で あ っ た ． しか し， 今回 の 採血
血 清ほ他検診時に 得 られ た もの の 一 部 を入 手 した もの で あるた
め ， 年齢 ， 性別の 偏 りが 大きく 1 年齢 ， 性別に よ る 血 清疫学的
比較は で きな か っ た ．
Table3■ Weight of sa nd atta chedto ha nds of 3－ye ar－ 01dchildr e n
Childr e n Siヱe Of ha ndsくc mI
く1e ngthx wi dthl
Sa nd atta chedくgl

















































































Childr e nplayed with dry o r w et s a nd in a sa ndpitforlO min ute s． T he sa nd atta ched
to their ha nds w a sdetached a nd c olle cted by rub bing hands with e a ch other． T he n
the fin e sa nd stillr e main ed o nthe ha nds w as rub off in a pla stic
－
bag． T hes e s a nd
W er e C O mbin ed and w eighted afte Tdrying．
ト キ ソ カ ラ 症感染の 背景
考 察
現在 の 我国で ，
一 般に 知 られ る姻虫 ， 釣虫， 鞭虫な どを 病原
とする い わ ゆ る土壌伝搬性 の 寄生虫症は 一 研究者 はも と よ り，
一 般住民 の 公衆衛生学的思考 の 向上 ， 行政部門の 地道な予防策
が功を奏 し， ほ と ん ど 0％と い わ れ るほ どに 減少 した こ とほ l
世界的に も評価を受け るに 至 っ た ． こ の ような
一 般寄生虫疾患
の 激減 に反 し， 幼虫移行症 ， ある い は人畜共通寄生虫症 と呼ば
れ る疾患 が次 々 と発見 され ， 本症ほ 診断 ， 治療の 極め て困難な
寄生虫症と して ． 臨床医学 は勿論 ， 感染経路 ， 疫学的面な ど公
衆衛生学的見地か らも重要な問題 と な っ て い る
－ト 6－
こ の 幼虫移行症ほ ， 本来， ヒ ト以外 の 動物を終宿主 とす る寄
生虫 で あ っ て ， た また ま人体に 侵入 した 場合 ， 成虫に ま で発育
で きず幼虫の ま ま人体内を移行す る ． そ の 幼虫が 病原と な り 一
時寄生 した場所 に 病害を与え る が ， 時 と して重篤な症状 を呈 す
る こ とも しば しばで ある ， 今回 ， 筆者 が研究の 対象と した トキ
ソ カ ラ 症は ， 幼虫移行症の 中で も， 現在最も重要な疾患 であ っ
て各分野で の 研究課題 と して 関心 が 高い ． 特 に 衛生 ， 公衆衛生
学的分野で は ， 環境汚染 ， 特 に 生物 に よ る 環境汚染 と して ．
ペ
ッ トの 排泄物 に よ る公害な どが ， 社会 的に 問題視さ れ る とと
もに ， 強い 関心 が持 たれ る ように な っ て きた
い 一 別
こ の ト キ ソ カ ラ症 は ， 1 952年 ， Be a v erら14丹こよ っ て イ ヌ 姻虫
幼虫 に よ る 疾患 と し て ， 内 臓 幼 虫移 行症 くvis c er al la rva
migr a n sl と名づ け られ 了 多くの 研究者の 関心 を呼ぶ こ と と な っ
た ． 本症 の 診断ほ極 め て 困難で ， い ずれも病理学的検索 に よ り
診断されて い た こ と もあ っ て ， そ の 症例数も少 な く 1 1 982年 ま
で に世界 で報告され て い たもの は 約1，90 0例を 数 え る に過ぎ な
か っ た151． そ の 後 ， 免疫 ． 血清学的研究の 進展に 伴 い ， 血 清学
的に 診断 され る数ほ 年 々 増加 し ， 現在で ほ そ の 数倍に お よぶ も
の と 思わ れ る1卜牒 ． 一 方 ， わ が国で も1 993年2月末 まで に ， 金沢
大学寄生虫学教室か ら報告 され た 症例を含め76例が 報告され て
お り， ま た 同教室の 未報告例も48例に お よ び ， 現在 で は それ 以
上 の 症例 が あるもの と 思われ る213，． 本症 の 感染源は子イ ヌ や ，
ネ コ か ら排泄 され た 糞便中の 虫卵 で ， そ の 虫卵 は感染能力をも
つ 幼虫包蔵卵 であ る ． こ の 幼虫包蔵卵が自然界に 散布 され ， た
ま た ま経 口的 に 摂取 され て 感染が 成立 す る ． 一 般に ， イ ヌ 糞便
は 道路脇 に よ く見 られ ， ネ コ 糞便 は 砂地 に 見 られ る よ う で あ
る ． 道路脇 の 糞便 は成熟イ ヌ に よ り排泄 され た もの が多く ， 子
イ ヌ 糞便は少 な く ， 虫卵を含 む確率 ほ低 い ． 一 概に は い えな い
が ， 現在の 都市 の 形態 ， 環境 か ら察 し， 飼 い イ ヌ ． ネ コ の 排泄
物ほ l 公園， 特 に 幼 ． 小児の 遊 び場 と な る砂場に 集ま るもの と
思わ れ る ． 従 っ て ， 世界的に も虫卵散布状況を調べ るた めに ，
対象を 公園， ノJl学校 の 砂場を 中心 と する よ う に な っ た2
．
． わ が
国に お い て も松本 ら 牌 の 報告に 始ま り， い く つ か の 報告が見 ら
れ る21．
今回 ， 筆者が行 っ た調査は ， 1993年5月か ら 7月 に か けて46
カ 所 の 公 園の 砂を 採取 し た も の で ， そ の う ち 6 カ 所 の 公 園
く13．0 ％う の 砂か ら トキ ソ カ ラ属線虫 の 虫卵が検出さ れ た ． こ の
結果は あくま で硫苦 ． 飽和食塩水法Tlく比重ニ1．240トに よ る 2回
く砂 1 0g x2I の み の 検出法であり ， 砂場の 陽性率は こ の 時点 の
定性的な資料である ， 砂場 の 砂に つ い て 調査 された 定性的な検
査は ， 1985年に 調査 され た 松本 ら
l即 の 報告に 始ま る ． 筆者甲成
績 と近 い 値が 報告 され て い るの は松本 ら16Iの 成績 で あるが ， 日
沖
ITlの 成績ほ 極め て 低く ， 和久 ら18，， しga ら1 9I， D 己w e120Iの 成績
935
は 極め て 高い 検 出 ． 陽性率 で あ っ た ． これ ら の 成績で は地域的
な虫卵検出 ， 陽性率 に 差が み ら れ た が ， 海 外 に お い て は 経済
的， 生活様式の 違 い に よ る環境 の 違 い も重要 な要因 と思わ れ
る． これ らの 調査 で用い られた 検査方法 に は若干 の 差は あるも
の の ， 基本 的に は 硫苦 ． 飽和 食塩水浮遊法く比重 ニ 1．200ノ ー ーノ
1．240う であ る ． 筆者 は 2 回の み の 検査に よ る結果 である の に 対
し ， Uga
21I は 5 へ 1 3 回く50〆 －150gIを越 え る検査を行い ， 虫卵検
査公園に 対す る定性的な陽性率の み を示 して い る ． しか しなが
ら ， こ れ ら陽性率はあく ま で定性的結果 が 示 され て い る の み
で ， 本質的な 汚染度 を諭ずるた め に ほ t 採集砂量か ら定量的な
結果が反映 され る べ きで ， 疑問が 残 る ．
筆者は ， 検査実施方法の 標準化 に 基づ きl 汚染度を表現す る
方法が必要である と考え た ． 幼虫包蔵卵 1 ケ が摂取 され ， 1隻
の み の 幼虫が 移行 し， 寄生場所 で 症状を表す こ と は全く否定で
きな い が ， そ の 確率 は極め て低 い と思わ れ る ． 動物に よ る実験
的経過 か ら ， マ ウ ス に お い て は 経 口 投 与虫卵数 に 対 し
25一 旬 37 ％の 幼虫 回収率で あっ た と 報告され て い る
8－
． 本研 究で
示 さ れ た 幼 一 小児 の 手に 付 着す る砂 の 量 は 水分 を 含 む砂 で
2．1 0 士0．52gく標本 の 99％が 入 る 範困 の 最大値 で は 3．31毒2．1 0
＋2．33xO．52I， 乾燥砂で 0．70 土0．12gく標本の 99％が入 る範囲の
最大値で ほ 0．98毒0．70 ＋2．33xO．12Iで ある こ とか ら ， 金沢市に
お い て 最も虫卵密度が高い 砂場 く0．8 ケノgIで は ， 1 回の 砂遊 び
で ， 湿潤砂 で 平均1，68ケ く標本の 99％が入 る範閃 の 最 大値 で は
2．65ケJの 虫卯， お よ び乾燥砂で は平均0．56ケ く標本の99％が入
る範閉の 最大値で は0．78ケ1の 虫卵が 付着す る可 能性 が ある こ
と が推定 され た ． 先 の 動物実験の 幼虫検出率 く37 ％ユ
8
丹こ 基づ き ，
手に付 い た 砂が 全部口 に は い る と して ， さ ら に 砂と 共に 取 り込
まれ た虫卵が醇化 し幼虫に な る と仮定す ると ， 人体内に 侵入 す
る幼虫数は ， 付着量の 多い 湿潤砂 で平均 0．62嘩 本の99％が 入
る範囲の 最大値で は0．9引 隻と な る ． 経 口 的に 摂取 した 虫卵が
全て幼虫 に な ると する と1 隻の 幼虫が幼 ． 小児体内に 侵入 す る
た め に は 2．70りル37I ケ の 虫卵が 必 要で ， こ の 3才児の 場合 ，
手に 付く砂豊か ら ， 砂中の 卵が1．29ケノgく2．70ノ2．10I 以上 く標本
の 99％が入 る範圃の 最大値で は0．82ケノgI の 密度で 分布 して い
る こ と が必要 に な る ． 金沢市に お い て ほ ， 最も虫卵密度が高い
砂場でも16ケノ20gく0．8 ケノgl で あり ， 実際に は手に 付い た 砂が
全部 口 に 入 る よ うな こ とは ほ と ん どあ り得な い の で l ト キ ソ カ
ラ 症発症の 危険性は低い もの と考 え られ る．
ro ェoc戊r d 属の 虫卵が 人 体に 摂取され ， 発症に 至る に ほ か な
りの 数の 虫卵が 砂中に 散布 され て い る こ と が必 要で ある ． こ の
こ とか ら， 汚染度を 表現する た め に は ， 問題は あるもの の ， 筆
者が 行 っ た検 出方法を用い た 場合， す なわ ち硫苦 一 飽和食塩水
浮遊法 く50ml プラ ス チ ッ ク遠沈管 ， 比 重ニ1．240， 45分1に よ る
基本的な検査 で ， 新た に 砂 の 量は採集砂か ら 30gく10g x31を無
作為 に 選び ， 砂付着の 標本 の99％が含 まれ る虫卵密度0．82ケノ
g に 安全率 1ノ1 0を掛けた0．08ケノg を基準と し， 統 一 的に 危険
性 を判定する こ とを 提案 した い ． こ の こ とを ふ ま え ， さ らに 砂
に 含 まれ る虫卵検出を試み ， 検出法の 検討を行い た い と考え て
い る ．
一 方 ， トキ ソ カ ラ 症の 血 清疫学的面か らみ た ， 抗 体保有者に
つ い て の 報告は 多い ． 近年 ， deSavigny
g
丹こよ りイ ヌ 姻虫幼虫の
長期培養が可能 と な り，
－
そ の 飼養液中に 排泄 された代謝物が ，
診断に 用い られ る抗原と して ， 抗原性 が極め て 高い こ とを 明 ら
か に した ． も っ ぱ ら先進国に お い て ほ診 断抗原と して こ の 代謝
936 l笥
物 Tc nL E S を抗原 とす る血 清学的方法が用 い られ て い る が ，
わ が 国に お い て ほ ま だ成虫抽出物， 成虫か ら取 り出 した 虫卵 の
抽出粗抗原 が 用 い ら れ て い る ． 本 研 究 に お い て は こ の
Tc nL E Sを 集め ， 抗原と して用い た ． ま た ， 本症の 血清疫学的
研究も推進 され て い るII． わが 国に お け る こ の 抗原 を い ち 早く
用 い た 成熟 ま， M ats u m u千a ら
22
切 山 口県に おけ るもの で ， 石川
県 お よび全国 レ ベ ル で 調査 され た成蹟 と しては ， 近 藤ら 細 の 成
蘇が ある に過ぎない ． 近藤 ら21に よ り得 られ た金沢市以外 の 石
川県の 住民血清58 4名の 抗体価分布 の 結果で は ， 陽性 域抗体価
を示 した もの は1．4％， 平均抗体価は l．06 土0．34 であ っ た ． こ
の 成蹟と ， 今回 行 っ た調査成績 を比較すると ， 金沢 市内4 76名
の 陽性域抗体価を示 した もの ほ 5名く1．1 ％ン で ， 金沢市以外 の
石 川県住民 に 比 して 有意に げく0．0引 が 低い が ， 平均抗体価 で
は有意な差ほ み られな か っ た ． 全国的 に み ても ， 東京 ， 神奈川
な ど都市住民 の そ れ
2I と比較すると ， す べ て 有意な 差は み られ
なか っ た ． こ の こ とは ， 都市型の 環境中に ほ虫卵散布があるも
の の ， 虫卵摂取量は少なく l 抗体価が陽性域抗体価を示すよう
に な るた め に は ， 長期間に わ た っ て 侵入 幼虫の 蓄寮 ， 感作 の 必
要があ るもの と推察され る ． 発症 との 関わ り ほ ， た また ま 侵入
した幼虫が ， 宿主 と なる ヒ トの 抵抗性 の 有無， 免疫低下に よ る
日和見感染 に 起因するも の と思われ る ． した が っ て ， 本症の 発
症 王 感染の 背景に は ， さ ら に多く の 問題点が含 まれ て お り ， 免
疫学 ， 分子生物学的な解析 はもち ろ ん ， 公衆衛生学的見地か ら
も， 検討 されね ばな らな い 点が 多々 ある こ と が知 られ た ．
結 論
環境汚染 の 一 つ と して ， イ ヌ ． ネ コ の 排壮物 に 含 ま れ る イ
ヌ ． ネ コ の 姻虫卵の 自然界 へ の 散布状況を調査 し ， トキ ソ カ ラ
感染発症の 背景に つ い て そ の 関係を検討 した ．
1 ． 金沢市内の 46公園の 砂に つ い て ， イ ヌ姻虫卵お よ び ネ コ
姻虫卵の 検出を試み た ． 各公園の 砂場 で 2カ 所 ， 植え 込み で 1
カ所 ， 砂土 サ ン プ ル を 採集 し ， 硫苦 ． 飽和食塩水浮遊法 く比
重こ1－240トに よ り 虫卵検出を行 っ た ． 6 カ 所 く13．0瑚 の 公園砂
場か ら虫卵が検出 され た ． 検出虫卵数 は最も高 い 公園が 1 カ 所
で16ケノ20gく0．8 ケノgl， 他5 カ 所の 公園で は0．05ケノg と 少 な
か っ た ．
2 ． こ れら公園か らの 検 出虫卵 ほ総 て幼虫包蔵卵 で ， そ の 計
測値 は長径 66．7 士19．2ノJm ， 短径 60．5 士4．恥 m で あ っ た ． さ らに
体積値を求め た と こ ろ ， 15．4 土2．0くXlOり声m
3
で ， 既知の イ ヌ 姻
虫お よび ネ コ 姻虫卵 と比較す ると ， 計測値で ほ ネ コ 姻虫卵 に 近
く ， 特に 体積値は l よ りネ コ 姻虫卵に近い 値を示 した ．
3 ． 3才児 の 手に 付着する砂塵の 平均値 ほ 士S DI は 乾燥砂
で は 0．70 士0．12g， 湿潤砂で は 2．10 土0．52g で あ っ た ． こ れ らの
値か ら推定 した危険虫卵密度1．29ケノg と比 べ ， 金沢市 の 公園
砂場 に お け る虫卵散布密度 は低か っ た ．
4 ． 血清疫学的調査と して ， 小立野地区と ， そ の 他市内住民
の 計476名に つ い て Tc nLES 抗原 に 対する抗体価を調べ た ． そ
の 結果， 陽性域抗体価を示 した もの ほ 5名く1．1瑚 で l こ の 値は
か つ て 調査 された金沢市以外の 石 川県民584名の 値く1．4瑚 と 比
較する と有意 に 低 い 値で あ っ た くP く0． 引 ． しか し ， 金沢市住民
の 平均抗体価l．04士0．33 と石川県住民 の 1．06士0．34と の 間に は
有意 な差ほ み られ な か っ た ．
これ らの こ と か ら， 金沢 市に お ける虫卵汚染 は高 い も の で は
なく ， 血清疫学的結果 か らも都市型 の 汚染状況 を示唆 しう るも
の と思わ れ た ．
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